
別添２ 

銅山川地区民有林直轄地すべり防止事業 

第１回概成検討委員会 

議  事  録 
 

１ 開催日時  令和７年10月30日（木） 13時00分～16時30分 

        令和７年10月31日（金）  9時00分～12時00分 

 

２ 開催場所  現地検討：銅山川地区直轄地すべり防止事業地 

（山形県最上郡大蔵村地内） 

室内討議：ニューグランドホテル（山形県新庄市） 

 

３ 出席委員 

氏 名 所    属 

宮城 豊彦 東北学院大学 名誉教授 

大河原 正文 岩手大学理工学部 教授 

岡田 康彦 
国立研究開発法人 森林研究・整備機構森林総合研究所 

森林防災研究領域山地災害研究室 室長 

本山 功 山形大学学術研究院 教授 

笠井 俊哉 山形県農林水産部森林ノミクス推進課 課長 

若槻 寛 大蔵村産業振興課 課長 

門脇 裕樹 東北森林管理局計画保全部 部長 

 

４ 議事要旨 

  （１）事業概要 

 本事業の経緯及び現在までの事業進捗について説明があった。 

 現地検討・視察会での質疑事項について確認した。 

     

  （２）事業地の概成判断 

 本事業の概成判断に係る検討内容について確認した。 

     

 （３）全体ブロック発生機構と対策 

 全体ブロックに係る発生機構とこれまでの対策について説明があった。 

 地下水排除工に係る排水能力について質疑があった。 

 全体ブロックの移動方向と変化について質疑があった。 



 

 排水トンネル工とすべり面の関係について質疑があった。 

 

 （４）ＭＩ－Ｓ０７－０１ブロック 

 前回委員会において指摘のあった本ブロックについて、経緯及び現在ま

での調査結果について説明があった。 

 

 （５）古水川流域の現況 

 本流域に係る現地踏査結果について説明があった。 

 

 （６）事業移管後の維持管理 

 本事業地における移管後の維持管理方法について説明があった。 

 移管後の施設の在り方など活用方針について質疑があった。 

 

  （７）検討結果 

 検討の結果、本事業の概成については、本委員会で質疑があった事項に

対して、検討・確認の上、解決・解消することにより、判断することと

した。 

 

  



 

銅山川地区民有林直轄地すべり防止事業 

第２回概成検討委員会 

議  事  録 
 

１ 開催日時  令和８年２月27日（金） 11時00分～15時00分 

 

２ 開催場所  山形国際ホテル（山形県山形市） 

 

３ 出席委員 

氏 名 所    属 

宮城 豊彦 東北学院大学 名誉教授 

大河原 正文 岩手大学理工学部 教授 

岡田 康彦 
国立研究開発法人 森林研究・整備機構森林総合研究所 

森林防災研究領域山地災害研究室 室長 

本山 功 山形大学学術研究院 教授 

笠井 俊哉 
山形県農林水産部森林ノミクス推進課 課長 

［代理出席］増川 栄一 課長補佐 

若槻 寛 
大蔵村産業振興課 課長 

［代理出席］八鍬 充教 課長補佐 

門脇 裕樹 東北森林管理局計画保全部 部長 

 

４ 議事要旨 

  （１）第１回概成検討委員会の要旨と質疑事項 

 前回委員会において質疑のあった各事項について説明があった。 

     

  （２）第１回検討委員会の補足 

 前回委員会において質疑があった各事項について補足説明があった。 

     

 （３）ＭＩ－Ｓ０７－０１ブロック 

 本ブロックの移動特性とその対策について、土質試験結果に基づき説明

があった。 

 

 （４）事業地の概成判断 

 本事業の概成判断に係る検討内容について確認した。 



 

 

（５）事業地の施設 

 全体ブロック及び周辺地区にて実行した各対策工について、施設点検結

果に基づき説明があった。 

 

 （６）事業移管に向けた取り組み 

 移管後の維持管理について、「維持管理マニュアル（案）」を作成し、活

用方法等の説明があった。 

 

  （７）検討結果 

 検討の結果、本事業の概成について妥当であると判断する。 

 


